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マンションの大規模修繕工事及び設計コンサル業務の実態に関するアンケート調査票
Ⅰ．マンションの大規模修繕工事や設計コンサル業務について伺います。　　　　　　　　　　　　
	１．本調査は、直近３年間で、マンション大規模修繕工事※１の設計コンサル※２業務や施工を受注したことがある場合、ご回答ください。左記に該当しない場合は、本調査への回答は不要です。
※１「マンション大規模修繕工事」とは、区分所有のマンションの管理組合が発注する計画修繕やグレードアップのための改修工事を指し、原則として全面的な外壁塗装等を伴う工事工事を行うものとします。なお、器具の交換等の軽微な設備の修繕のみを実施した工事や、耐震改修工事は除外します。
※２「設計コンサル」とは、設計、工事監理、施工会社選定への協力等のコンサルタント業務を指すものとします。例えば、マンション大規模修繕工事においては、調査・診断、設計、施工会社選定への協力、工事監理、工事実施の前提としての長期修繕計画の見直しが含まれます（以下同じ）。
２．本調査票は、設計コンサル業務の受注実績のある方、施工の受注実績のある方それぞれにお尋ねする設問があります。各設問の冒頭に、設計または施工と表記していますので、該当する設問にご回答ください。
　設計　：設計コンサル業務の受注実績のある方向けの設問
　施工　：施工の受注実績のある方向けの設問
３．問Ⅰ―１から問Ⅰ－９は、貴社の概要に関してお尋ねする設問です。
本社一括または支店・営業所単位でのご回答のいずれでも構いません。
４．問Ⅱ―１から問Ⅱ－１１は、貴社が直近３年間に受注した、マンション大規模修繕工事や大規模修繕工事に関する設計コンサル業務についての設問です。
受注した工事ごとに（契約単位で）ご回答ください。
また、ご回答の対象は管理組合から直接、貴社が受注したものに限ります（他社からの下請・外注は除く）。
５．問Ⅱ―１から問Ⅱ－１１は、該当案件が複数ある場合、可能な範囲で多くの案件についてご提供ください。枚数が足りない場合は、大変お手数ですが、４ページ以降について、必要な枚数だけ貴社で複写していただき、追加してください。紙の調査票でのご回答が煩雑な場合は、調査票の電子ファイルでのご回答も可能ですので、ご希望の方は以下のメールアドレス宛にご連絡をお願いいたします。
本調査に関するお問い合わせ用メールアドレス jimukyoku@mks-as.or.jp
６．複数の受注実績をお持ちの場合、できるだけ、地上20階以上の超高層マンションや、長期優良住宅認定を受けたマンションにおける大規模修繕工事の事例を含めてご回答ください。
※設問は次ページから開始いたします。



Ⅰ．貴社の概要について伺います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問Ⅰ－１設計　施工　貴社における設計コンサル業務と施工の受注実績についてご回答ください。（当てはまるすべてに○）
	１．設計コンサル業務　　　　　　　　　　　　　２．施工


問Ⅰ－２設計　施工　貴社の事業形態についてご回答ください。（１つに○）
	１．ゼネコン（総合建築会社）系　　　　２．管理会社系　　　　　３．工務店（専門工事業者）系
４．設計事務所系　　　　　　　　　　　５．コンサル専門会社
６．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


※「系」とは、会社内の一部門又はグループ会社との趣旨。
問Ⅰ－３設計　施工　貴社の所在地についてご記入ください。（都道府県を記入）
※複数事業所がある場合、本社所在地をご記入ください。
	　　　　　　　　　　　　　　　　都・道・府・県
	【回答例：東京 都・道・府・県】


問Ⅰ－４設計　施工　貴社の令和３年４月１日現在の従業員数をご記入ください。
※派遣社員・パート・アルバイト等は含みません。また、概算で結構です。
	貴社の従業員数（令和３年４月１日現在）
	　　　　　　　　　人


問Ⅰ－５設計　貴社の設計コンサル部門の従業員数をご記入ください。
※派遣社員・パート・アルバイト等は含みません。また、概算で結構です。
	区分
	総人員数（重複可）

	１級建築士資格保有者
	人

	２級建築士資格保有者
	人

	その他の技術系の資格保有者
	人

	上記に該当しない者や営業担当者
	人

	合計
	人


問Ⅰ－６設計　直近の会計年度における貴社の年間売上およびマンション大規模修繕工事に関する設計コンサル業務の年間売上をご記入ください。（※マンション大規模修繕工事に関する設計コンサル業務の年間売上については、管理組合から直接業務を受注したものに限ります（他社からの下請外注は除く）。）
	貴社の直近の会計年度における年間売上
	　　　　　　　　　　　　　万円（税別）

	上記のうち、マンション大規模修繕工事に関する
設計コンサル業務の年間売上
	　　　　　　　　　　　　　万円（税別）


問Ⅰ－７設計　貴社の設立時期およびマンションの大規模修繕工事に関する設計コンサル業務の経験年数（令和３年４月１日時点）をご記入ください。
	設立時期（令和３年４月１日時点）
	昭和・平成・令和　　　　　　　　　　　　　年

	マンション大規模修繕工事経験年数
	　　　　　　　　　　　　　　年間


問Ⅰ－８設計　問Ⅰ－６のうち、マンションの大規模修繕工事に関する設計コンサル業務の受注件数（直近３年間。各年度４月１日から翌年３月末時点までとする。）をご記入ください。（※貴社が管理組合から直接業務を受注したものに限ります（他社からの下請・外注は除く）。）
	
	平成３０年度
	令和元年度
	令和２年度

	件数
	件
	件
	件


問Ⅰ－９設計　施工　追加で貴社にお伺いしたい事項のある場合等、必要に応じてインタビュー調査にご協力いただきたい場合がございます。つきましては、インタビュー調査へのご協力可否についてご回答ください。
	１．協力できる　　　　　　　　　　　　　２．協力は難しい


※本アンケートにご協力いただくご担当者のご連絡先についてお伺いいたします。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	貴社名（支店等）
	

	ご回答部門・部署
	

	ご回答者様の役職・氏名
	

	ご連絡先
	お電話番号：
E-mail　　：


※次頁以降は、貴社が直近３年間に受注した、マンション大規模修繕工事や大規模修繕工事に関する設計コンサル業務について、受注した案件ごとにお尋ねする設問です。
Ⅱ．業務対象となった物件や業務内容について伺います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※複数の受注案件についてご回答いただける場合は、問Ⅱ－１～問Ⅱ－１２までを複写し、下記に連番を付してご回答ください。
	サンプル番号（右欄に、受注案件ごとの連番をご記入ください）
	No.　　　　　　　　　　　　


問Ⅱ－１設計　施工　業務対象マンション※の諸元についてご記入ください。（※複数棟の団地型マンションの場合、受注業務の対象となった棟についてのみ、ご回答下さい。）
	
	回答欄
	回答上の留意事項

	所在地
	　　　　　　　　　　　都・道・府・県
	【回答例：東京 都・道・府・県】

	棟数
	　　　　　　　　　　　棟
	団地型マンションの場合、業務対象となった棟のみについてご記入下さい。
（以下同じ）

	戸数
	　　　　　　　　　　　戸
	業務対象が複数棟の場合、総戸数をご記入ください。

	床面積
	　　　　　　　　　　　㎡
	建築基準法上の延べ床面積。業務対象が複数棟の場合、延べ床面積の合計をご記入ください。

	地上階数
	　　　　　　　　　　　階
	業務対象が複数棟の場合、最も高い棟をご記入ください。

	用途
	１．住居のみ　　
２．住居以外の用途あり（店舗・事務所等）
	いずれか１つに○


	建築年
	昭和・平成・令和　　　　　　年
	【回答例：昭和・平成・令和　15　年】
業務対象が複数棟の場合、最も古い棟についてご回答ください。

	昇降機数
	　　　　　　　　　　　機
	業務対象が複数棟の場合、合計をご記入下さい。

	長期優良住宅認定
	１．認定を受けたマンションである
２．認定を受けたマンションではない
	いずれか１つに○



問Ⅱ－２設計　施工　当該マンションの大規模修繕工事の設計や施工に影響を及ぼしうる特殊要因の有無についてご記入ください。（当てはまるものに○（有の場合はその具体例を記載））
	①住棟の形状（例：雁行型、斜面型等）
	無・有（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	②建物設備
	無・有（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	③機械式駐車場設備
※「１．」を選択した場合は、地上・地下の段数もご回答ください。
	１．多段方式（地上：　　段、地下：　　段）
２．エレベーター方式（垂直循環方式）
３．その他（具体例：　　　　　　　　　　　　　　）
４．機械式駐車場設備は無い

	④．その他、上記以外の要因
	無・有（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問Ⅱ－３設計　施工　当該マンションにおける大規模修繕工事の着工時期はいつですか。
	※当てはまるものに○
	※業務対象が複数棟の場合、最も古い棟についてご回答ください。

	１．昭和　　２．平成　　３．令和
	
	年


問Ⅱ－４設計　施工　ご回答いただいた当該大規模修繕工事は、当該マンションにおける何回目の大規模修繕工事に該当するかご回答ください。（１つに〇）。
	１．１回目　　　２．２回目　　　３．３回目　　　４．４回目　　　５．５回目以上　　　６．不明


問Ⅱ－５設計　施工　【当該マンションにおける修繕履歴を把握している場合のみご回答ください】
当該大規模修繕工事より以前に実施した大規模修繕工事の実施時期をご回答ください。
	
	※当てはまるものに○
※複数棟の場合は最も古いものについて
	※業務対象が複数棟の場合、最も古い棟についてご回答ください。

	第１回目
	１．昭和　　２．平成　　３．令和
	
	年

	第２回目
	１．昭和　　２．平成　　３．令和
	
	年

	第３回目
	１．昭和　　２．平成　　３．令和
	
	年

	第４回目
	１．昭和　　２．平成　　３．令和
	
	年

	第５回目
	１．昭和　　２．平成　　３．令和
	
	年


問Ⅱ－６設計　施工　当該大規模工事の対象範囲及び工事金額をご回答ください。
（「有無」欄は該当する工事項目すべてに○を付けてください。また、「工事金額」欄は、直接工事費について、可能な範囲でご記入ください。）
※設計　当該工事項目別の金額についてご存じでない場合は、当該工事項目の「有無」と工事金額合計のみご回答の上、問Ⅱ－７にお進みください。
※施工　設備系工事については、器具の交換等の軽微なものは対象外とし、共用部分全体で実施した修繕工事に限り、ご回答ください。
※耐震改修工事は含めないようにお願いいたします。
	
	工事項目
	有無
	工事金額（直接工事費、税別、
小数点以下は四捨五入、単位：万円）

	
	記載例
	○
	　　　　　　　　　 　200　　万円　

	建築系工事
	１．
	屋根防水
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	２．
	床防水
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	３．
	外壁塗装
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	４．
	外壁タイル
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	５．
	シーリング工事
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	６．
	鉄部等塗装
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	７．
	建具・金物等
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	８．
	共用内部
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	設備系工事
	９．
	給水設備
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	10．
	排水設備
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	11．
	ガス設備
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	12.
	空調・換気設備
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	13.
	電灯設備等
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	14.
	情報・通信設備
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	15.
	消防用設備
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	16.
	昇降機設備
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	17.
	駐車場設備
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	その他
	18.
	外構・付属施設
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	19.
	仮設工事
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	20.
	その他（具体的に：　　　　　　　　）
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	21．
	諸経費①（現場管理費・一般管理費・法定福利費等）
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	
	
	諸経費②（大規模修繕瑕疵保険の保険料）
	
	　　　　　　　　　　　　　　万円　

	工事金額合計
	―
	　　　　　　　　　　　　　　万円　


注）工事項目は、原則として『長期修繕計画標準様式』に準拠しつつ、実態を踏まえて設定しています。
（http://www.mlit.go.jp/common/001172730.pdf）
　８．共用内部とは、廊下、階段、エントランスホール、エレベーターホール等の壁、床等の張替・塗替を指します。

問Ⅱ－７設計　当該大規模修繕工事に係る設計コンサル業務に係る業務量をご記入ください。（概算や、契約時の見積り人工でも結構です。）
	業務内容
	実績業務量（単位：人・時間）

	
	技術者A
	技術者B
	技術者C
	担当者D
	合計

	調査・診断
	
	
	
	
	

	設計
	
	
	
	
	

	施工会社選定への協力
	
	
	
	
	

	工事監理
	
	
	
	
	

	長期修繕計画の見直し
	
	
	
	
	

	その他（具体的に：
　　　　　　　　　　　）
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	


注１）人・日で業務管理されている場合は、１人・日を８時間として換算してください。
注２）当該業務に携わった技術者・担当者（再委託先を含む。）の業務量（人・時間）をご回答ください。
注３）区分別の回答が困難な場合は、合計のみの回答でもかまいません。
注４）「その他」としては、例えば、アフター点検などが想定されます。
注５）「長期修繕計画の見直し」のみ受注した場合は、ご回答不要です。
注６）耐震改修工事は、含めないようにしてください。
注７）下記の区分に沿って内訳をご回答ください（重複は排除して下さい）。区分できない場合は、合計業務量のみの回答で結構です。 
	区分
	建築士等の資格・業務経験等による区分

	技術者A
	一級建築士として２年以上又は二級建築士として７年以上の業務経験を有する者

	技術者B
	上記技術者A以外の建築士

	技術者C
	建築士以外の技術系の資格（建築施工管理技士等）を有する者（技術者A、B除く）

	担当者D
	上記に該当しない者や営業担当者（間接経費は除く）


問Ⅱ－８設計　当該大規模修繕工事に係る設計コンサル業務の実施期間を数字でご記入ください。
	業務内容
	実施期間

	調査・診断
	平成・令和　　　年　　　月～平成・令和　　　年　　　月

	設計
	平成・令和　　　年　　　月～平成・令和　　　年　　　月

	施工会社選定への協力
	平成・令和　　　年　　　月～平成・令和　　　年　　　月

	工事監理
	平成・令和　　　年　　　月～平成・令和　　　年　　　月

	長期修繕計画の見直し
	平成・令和　　　年　　　月～平成・令和　　　年　　　月

	その他（具体的に：　　　　　　　　　　）
	平成・令和　　　年　　　月～平成・令和　　　年　　　月

	全体
	平成・令和　　　年　　　月～平成・令和　　　年　　　月


注１）区分別の回答が困難な場合は、全体のみの回答で結構です。
注２）「その他」としては、例えば、アフター点検などが想定されます。
問Ⅱ-９設計　施工　当該の大規模修繕工事に関する管理組合からの発注方法（契約形態）はどのようなものですか。（１つに〇）。
	１．設計・監理方式　　　２．責任施工方式　　　　３．CM方式・価格開示（オープンブック）方式
４．ECI方式　　　　　　 ５．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
６．不明


問Ⅱ－１０設計　当該の大規模修繕工事の設計コンサル業務の発注先として貴社はどのような方法で選定されましたか。（１つに〇）
	１．特命随意契約方式（初めての受託）　　　　２．特命随意契約方式（リピート受託）
３．見積合わせ方式　　　　　　　　　　　　　４．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　）
５．不明


問Ⅱ－１１①設計　施工　当該の大規模修繕工事に関する施工業者はどのような方法で選定されましたか。（該当するものに〇）。
	１．特命随意契約方式
２．見積合わせ方式（条件提示型）
→提示された条件にすべてに○を付けてください：　a.仕様書　　b.工事項目　　c.工事数量
３．見積合わせ方式（提案型）　　　　　　　４．指名競争入札方式（価格競争型）
５．一般競争入札方式（価格競争型）　　　　６．競争入札方式（総合評価型）
７．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　）　　　
８．不明


注１：２．３．見積合わせ方式：施工業者の選定方式の一つで、見積条件の設定方式によって２つの方式があります。見積の提出を求める際に、発注者からあらかじめ一定の具体的な条件を提示する方式（条件提示型）と、施工会社からの提案にある程度の自由度を持たせる方式（提案型）です。
注２：５．６．競争入札方式：施工業者の選定方式の一つで、評価の方法によって２つの方式があります。価格のみで発注先を決める方式（価格競争型）と、価格と価格以外のいくつかの要素（工事実績、技術資格者数、会社概要等）で判断する方式（総合評価型）です。
注３：３．見積合わせ方式（提案型）と６．競争入札方式（総合評価型）をプロポーザル方式（総合評価型）と呼ぶことがあります。
問Ⅱ－１１②設計　問Ⅱ－１１①でご回答いただいた施工業者の選定方法を採用したのはどのような理由ですか（最も当てはまる１つに〇）。
	１．施工業者の実績を評価したため　　　　　  ２．工事金額を重視したかったため
３．施工業者の技術力を評価したかったため　　４．大規模修繕工事の工事期間を短縮したかったため
５．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問Ⅱ－１１③設計　①でご回答いただいた選定方法で施工業者を決定した際にどのような事項を評価しましたか。（当てはまるものすべてに〇）。
	１．施工業者の実績　　　　　　　　　２．工事金額　　　　　　　　 ３．技術提案
４．安全管理体制　　　　　　　　　　５．品質管理体制　　　　　　 ６．居住者対応
７．現場代理人予定者の実績　　　　　８．アフターメンテナンス　　 ９．新築時の施工業者だから
10．管理委託している管理会社だから　11．前回大規模修繕の施工業者だから
12．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



　※ 問Ⅱ－１～問Ⅱ－１１については、複数案件についてご回答いただき、枚数が足りない場合は、お手数ですが、必要な枚数だけ貴社で複写していただき、追加してください。
※ 管理会社以外に所属され、かつ、設計コンサル業務の受注実績のみで、大規模修繕工事の施工実績をお持ちでない方は、上記設問にてアンケートは終了です。
ご協力誠にありがとうございました。
Ⅲ．管理会社に所属されている皆さまにお伺い致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 以下の設問は、貴社のお考え等をお尋ねする内容ですので、前頁までに複数のマンションの案件をご紹介くださった場合も、案件ごとに回答を複写していただく必要はございません。
· 管理会社以外に所属され、かつ、大規模修繕工事の施工の受注実績のある方は、問Ⅳ－1にお進みください。
問Ⅲ－１　前項までに大規模修繕工事の実態についてご回答いただきましたが、長期修繕計画に基づいた大規模修繕工事が計画時期に実施できなかった（合意形成に至らなかった）マンションをご担当した経験のある方にお伺いします。それらのマンションについて、大規模修繕工事が実施時期にできなかった原因について、その理由をお聞かせ下さい。（当てはまるすべてに〇）。
	１．修繕積立金の不足　　　　　　　　
２．区分所有者の高齢化に伴う管理組合の担い手の不足や、賃貸住戸、空き家等が増えて、総会や理事会が開催し辛くなっているため
３．反対意見の組合員がいるため
（主な反対理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）  
４．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


Ⅳ．地上20階以上の超高層マンションの修繕について伺います。　　　　　　　　　　　　　　　
· 以下の設問は、貴社のお考え等をお尋ねする内容ですので、Ⅱ項までに複数の超高層マンションの案件をご紹介くださった場合も、案件ごとに回答を複写していただく必要はございません。
問Ⅳ-１施工　2000年頃から超高層マンションの供給量が徐々に増加し、近い将来、超高層マンションの大規模修繕工事が集中されるとの指摘もあります。貴社のご対応について伺います。
①　超高層マンションの大規模修繕の受注実績はありますか（１つに〇）。
	１．受注実績がある　→問Ⅳ－２にお進みください
２．受注実績はない　→②③に回答いただき、問Ⅳ－２以降の回答は不要です


②【①で２．を選択した方に伺います】受注実績のない理由を教えてください（１つに〇）。
	１．大規模修繕工事の施工経験がない
２．技術者や技能者等の施工に係わる人数が不足している
３．事業の対象ではない
４．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


③【①で２．を選択した方に伺います】今後の受注を想定して何か対策をしていますか（当てはまるものすべてに〇）。
	１．超高層マンションの修繕への従事経験のある社員の採用
２．超高層マンションの修繕の実績がある施工会社（下請協力業者）との連携
３．超高層マンションの建築（新築）の実績がある分譲・施工会社等との協力業者としての連携
４．超高層マンションの管理受託の実績がある管理会社との連携
５．超高層マンションの修繕事例の収集
６．超高層マンションの修繕技術に関する社員の教育
７．対策はしていない
８．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問Ⅳ-２施工　大規模修繕工事について、超高層マンション特有の難しさを感じる工事があれば教えてください（当てはまるすべてに〇）。
	１．屋根防水　　　　　　２．床防水　　　　　　３．外壁塗装　　　　　　４．外壁タイル
５．シーリング工事　　　６．鉄部等塗装　　　　７．建具・金物等　　　　８．共用内部
９．給水設備　　　　　　10．排水設備　　　　　11．ガス設備　　　　　　12.空調・換気設備
13.電灯設備等　　　　　 14.情報・通信設備   　15.消防用設備　　　　　 16.昇降機設備
17.駐車場設備　　　　　 18.外構・付属施設   　19.仮設工事　　　　　　 20.施工計画全般


問Ⅳ-３施工　【問Ⅳ-２の３、４、５に〇を付けた方に伺います。】大規模修繕工事の外壁工事について、超高層マンション特有の難しさを感じる理由はどのようなことですか（最も当てはまる１つに○）。
	１．仮設計画が難しい
２．安全対策（風・落下物等）
３．施工のための上下階横方向の移動
４．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５．経験が無いため


問Ⅳ-４施工　超高層マンションにおける大規模修繕工事の外壁工事においてドローンを活用したことはありますか（１つに〇）。
	１．調査や検査等に使用した（具体的に：　　　　　　                                   　）
２．修繕工事の施工で使用した（具体的に：　　　　　　                                 　）
３．ない　→問Ⅳ－５にお進みください


問Ⅳ-５施工　超高層マンションにおける大規模修繕工事の外壁工事においてドローンを活用したいとお考えですか（１つに〇）。
	１．活用したい（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２．活用はしたいと思わない（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問Ⅳ-６施工　【問Ⅳ-２の９、１０に〇を付けた方に伺います。】大規模修繕工事の給排水設備工事について、超高層マンション特有の難しさを感じる理由はどのようなことですか（最も当てはまる１つに○）。
	１．配管経路が特殊
２．配管更新の断水計画が難しい
３．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４．経験が無いため


以上でアンケートは終了です。ご協力いただき、誠にありがとうございました。
ヘッダー部分に、お手元に送付された調査票右肩の4桁の数字のご入力をお願いいたします。
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